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成 人の日 の集いは

大切な思い出の1ページ
祝成人

新
成
人
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
来
た

る
1
4日
は
成
人
の
日
。
昨
年
、
一
部
の
自
治
体
で
起
き
た

荒
れ
る
成
人
式
を
き
っ
か
け
に
、
成
人
式
の
あ
り
方
が
問

わ
れ
て
い
ま
す
。
成
人
式
は
人
生
の
節
目
で
あ
り
、
懐
か

し
い
旧
友
た
ち
と
の
再
会
の
場
と
し
て
も
大
切
な
場
所
。

思
い
出
に
残
る
す
ば
ら
し
い
成
人
式
に
し
ま
し
ょ
う
。

区
内
の
新
成
人
は

区
内
の
今
年
の
新
成
人
は
、
6
千
6
1
1

人
で
す
(
男
性
3
千
4
4
3人
・
女
性
3

千
1
6
8人
、
1
3年
1
2月
1
日
現
在
)
。

皆
さ
ん
が
誕
生
し
た
こ
ろ
の
昭
和
5
6

年
は
、
足
立
区
で
は
、
ワ
シ
ン
ト

ン
市
か
ら
江
北
五
色
桜
が
5
0年
ぶ
り

に
里
帰
り
し
、
レ
ー
ガ
ン
桜
が
舎
人

公
園
に
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

素
敵
な

成
人
式
を

昨
年
、
一
部
の
自
治
体
の
成
人
式

で
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
、
式
の
あ
り

方
が
各
方
面
で
問
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
お
し
ゃ
べ
り
な
ど
新
成

人
の
行
儀
の
悪
さ
が
色
々
と
問
題
に

な
っ
て
い
ま

す
が
、主
催

者
側
の
あ
い

さ
つ
な
ど
形

式
的
な
式
の

内
容
に
も
批

判
が
あ
る
こ

と
も
事
実
で
す
。区
で
は
、
昨
年
お

よ
び
今
年
の
新
成
人
を
交
え
た
検
討

会
を
設
置
し
、
成
人
の
日
の
集
い
の

実
施
方
法
を
決
め
て
い
ま
す
。

成
人
式
は
大
人
の
仲
間
入
り
を
果

た
す
と
い
ケ
人
生
の
節
目
で
あ
り
、

ま
た
、
久
し
ぶ
り
に
友
人
と
の
旧
交

を
温
め
る
と
い
っ
た
大
切
な
場
で
も

あ
る
の
で
す
。
今
あ
ら
た
め
て
成
人

式
の
あ
り
方
を
見
つ
め
直
す
と
と
も

に
、
参
加
す
る
以
上
は
、
心
に
残
る

素
敵
な
集
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

足立区成人の日の集い出席状況推移▲
友
人
た
ち
と
楽
し
く
会
話
(

昨
年
の
成
人
の
日
の
集
い

よ
り
)

成
人
の
日
の
集
い

日
時
=
1
月
1
4日
例
、
午
後
O
時
3
0

分
受
付
開
始
・
1
時
3
0分
開
会

場
所
=
東
京
武
道
館

※
会
場
お

よ
び
付
近
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま

せ
ん
。車
で
の
来
場
は
お
断
り
し

ま
す
。
問
先
=
生
涯
学
習
課
調

整
係

　
(
3
8
8
0
)
5
9
8
5

▲ 足立吹奏楽団の記念コンサートでは新成

人による指揮もあります

社 会の一 員と し て果 たす べき こ と

20歳からの

義 務

国民 年金
の加入

親
の
世
代
を
支
え

自
分
の
老
後
に
備
え
る
た
め
に

日
本
に
住
む
2
0歳
以
上
6
0歳
未

満
の
す
べ
て
の
人
は
、
国
民
年
金

へ
の
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
(
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に

加
入
中
の
方
は
除
く
)
。
2
0歳
を
迎

え
た
ば
か
り
の
皆
さ
ん
に
は
、
年

金
な
ん
て
ま
だ
ま
だ
先
の
話
と
思

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
、

若
い
世
代
に
と
っ
て
も
身
近
で
大

切
な
も
の
な
の
で
す
。公
的
年
金

制
度
は
、
世
代
と
世
代
を
お
互
い

に
助
け
合
う
制
度
だ
か
ら
で
す
。

国
民
年
金
へ
の
加
入
手
続
き

は
、
区
・
国
民
年
金
課
ま
た
は
各

区
民
事
務
所
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
な
お
、
現
在
区
で
は

誕
生
月
の
前
月
に
加
入
の
ご
案
内

を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
険
料
を
き
ち
ん
と
納

め
て
い
な
い
と
、
将
来
、
老
齢
基

礎
年
金
が
受
け
取
れ
な
く
な
っ
た

り
障
害
基
礎
年
金
の
請
求
が
で
き

な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
※
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、

学
生
納
付
特
例
制
度
や
免
除
制
度

が
あ
り
ま
す

忘
れ
ず
国
民
年
金
に
加
入
し
ま

し
ょ
う
。
問
先
=
国
民
年
金
課

適
用
係

(
3
8
8
0
)
5
8
4
3

保
険
料
係(

3
8
8
0
)
5
8
4
4

□
2
0
歳
前
に
障
害
者
に
な
っ
た
方

で
も
「
障
害
基
礎
年
金
」の
請
求
が

で
き
ま
す

2
0歳
前
か
ら
の
病
気
や
け
が
な

ど
が
も
と
で
、
日
常
生
活
に
著
し

く
支
障
が
あ
る
障
害
者
の
方
は
、
2
0

歳
に
な
る
と
「
障
害
基
礎
年
金
」

が
請
求
で
き
ま
す
の
で
、ご
相
談

く
だ
さ
い
。
※
障
害
の
程
度
や

本
人
の
所
得
額
な
ど
に
よ
り
年
金

を
受
け
取
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す

問
先
=
国
民
年
金
課
給
付
係

　
(
3
8
8
0
)
5
8
4
9

20 歳 から の

権 利

選 挙 権

政
治
に

積
極
的
に
参
加
し
よ
う

2
0歳
に
な
っ
た
人
は
、
選
挙
に

参
加
す
る
権
利
、
国
会
議
員
や
自

治
体
の
首
長
な
ど
を
選
べ
る
「
選

挙
権
」を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

政
治
に
は
あ
ま
り
関
心
が
な
い
と

い
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
税
金
や
福
祉
、
教

育
、
経
済
な
ど
、
政
治
は
身
近
な

暮
ら
し
と
権
利
に
直
接
関
わ
る
問

題
で
す
。
そ
こ
に
自
分
た
ち
の
意

見
を
反
映
す
る
た
め
の
代
表
者
を

選
ぶ
の
が
選
挙
で
す
か
ら
、
他
人

任
せ
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん

が
ど
ん
な
社
会
に
し
て
い
き
た
い

か
、
自
分
の
意
見
を
示
す
一
票
を

権
利
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
と

同
時
に
、
そ
れ
に
対
す
る
責
任
も

負
っ
て
い
ま
す
。
選
挙
に
は
積
極

的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

新
成
人
の
方
や
2
0歳
代
の
方
の

投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す

投
票
立
会
人
と
は
、
投
票
所
で

投
票
が
公
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
、

立
ち
会
う
人
の
こ
と
で
す
。

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
今
年

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
方
や
2
0歳

代
の
方
の
中
で
、
投
票
立
会
人
を

体
験
し
て
み
た
い
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
申
込
=
電
話

※
申

し
込
み
者
を
登
録
し
て
お
き
、
選

挙
の
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、

連
絡
・
調
整
し
ま
す

□
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
入
選
作
品
展
覧
会

今
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
1
7
9

一
点
の
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
中
か
ら
、
区
内
の
小
・

中
学
生
の
作
品
各
2
0点
(
金
賞
I

点
、
銀
賞
3
点
、
銅
賞
6
点
、
佳

作
1
0点
)
を
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。
期
間
=
1

月
2
1

日
～
2
6日

場
所
=
区
役
所
I
階

区
民
ロ
ビ
ー

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
・
問
先
=
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
　
(
3
8
8
0
)
5
5
8
1

ポイ捨ては
やめましょう!

足立区 まちをき れい にする条例

問先= 地 域 支 援課 地 域 支援

　3880- 5856

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
乳
が
ん
検
診
モ
ニ
タ
ー

募
集
/
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
健
康
術

4
・
5
面
▽
地
震
発
生
時
の
避
難
の
流
れ
/
I
T
講
習
会

6
・
7
面
▽
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/
区
長
へ

の
手
紙
か
ら
/
掲
示
板

8
面
▽
▽
▽
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
活
動
報
告
/

ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

区長へのファクス
FAX3880- 5678
「区民の声」を
お待ちしています

◎ 区の木…さくら / 区の花…チューリップ
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは1
月11 日

から受け付け

▽
2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

食
品
講
座

食
品
添
加
物
、環
境
ホ
ル
モ
ン
、

農
産
物
の
残
留
農
薬
の
現
状

遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
な
ど
、
食

品
に
関
わ
る
化
学
物
質
に
つ
い
て
、

食
品
監
視
員
が
わ
か
り
や
す
く
お
話

し
ま
す
。
日
時
=
1
月
2
3日
㈲
、午

後
1
時
3
0分
～
3
時
3
0分

場
所
=

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

対
象
=
区
内
在

住
・
在
勤
の
方

定
員
=
4
0人
(
先

着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電

話

申
・
問
先
=
足
立
保
健
所
食
品

保
健
係
　
(
3
8
8
0
)
5
3
6
3

ぜ
ん
息
児
音
楽
療
法
教
室

日
時
=
1
月
2
9日
㈹
・
3
0日
伽
・
3
1

日
困
(
3
日
制
)
、
午
後
3
時
～
4

時
3
0分

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー

ル

対
象
=
ぜ
ん
息
を
治
療
中
の
3

歳
～
小
学
3
年
生
ま
で
の
児
童
と
保

護
者

内
容
=
発
作
の
予
防
と
軽
減

に
役
立
つ
腹
式
呼
吸
を
音
楽
を
通
じ

て
身
に
つ
け
ま
す

※
動
き
や
す
い

服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い

講
師
=

福
田
義
子
氏
(
日
本
音
楽
療
法
研

究
連
合
幹
事
)

費
用
=

無
料

申

込
=
電
話

申
・
問
先
=
公
害
保
健

係

　
(
3
8
8
0
)
5
8
9
3

高
脂
血
症
予
防
教
室

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
が

高
め
な
方
、
気
に
な
る
方
、
改
善
の

た
め
に
正
し
い
知
識
や
予
防
法
を
学

び
ま
せ
ん
か
。
日
程
等
=
表
1

定
員
=
4
0人
(
先
着
順
)

費
用
=

無
料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問

先
=
千
住
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

表1　 高脂血症予防教室日程

※ いずれも時間は、午後1 時30 分～3 時30 分
※ 1 月21日は動きやすい服装、運動靴で参加し
てください

※ 最新の血液データを持参してください
※ 電卓などをお持ちの方は持参してください

介
護
者
教
室

〝寝
た
き
り
の
方
が
元
気
に

な
る
・
な
る
「
口
腔
ケ
ア
」〟

日
時
=
1
月
2
3日
伽
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0分

講
師
=
寺
岡
加
代

氏
(
東
京
医
科
歯
科
大
学
歯
科
医
師
)

定
員
=
3
0
人
(
先
着
順
)

費
用
=
無

料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=

千
住
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
歯
科
保

健
係

　
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

千
住
健
康
大
学

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

通
じ
て
の
ヘ
ル
シ
ー
ア

ッ
プ
講
座
」

日
程
等
=
表
2

定
員
=
5
0人

費

用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・
申
・

問
先
=
千
住
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

表2　 千住健康大学日程

※いずれも時間は、午後1 時30分～3 時30分 4
0歳
代
女
性
の
た
め
の

健
康
講
座

―
心
と
身
体
の

準
備
を
始
め
ま
せ
ん
か
―

4
0歳
代
の
女
性
が
、
こ
れ
か
ら
起

こ
る
心
と
身
体
の
変
化
を
知
り
、
自

分
ら
し
い
過
ご
し
方
を
考
え
、
準
備

す
る
た
め
の
講
座
で
す
。
日
程
等
=

表
3

対
象
=
4
0
歳
代
の
女
性

定
員
=
4
0人
(
先
着
順
)

費
用
=
無

料

申
込
=
電
話
ま
た
は
直
接
窓
口

へ

場
・
申
・
問
先
=
竹
の
塚
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー(

3
8
5
5
)
4
1
5
5

表3　40歳代女性のための健康講座日程

※ いずれも時間は、午前10 時～正午

と
こ
と
ん
学
ぶ
!

お
酒
と
か
ら
だ

お
酒
の
飲
み
す
ぎ
は
、
肝
臓
病
や

糖
尿
病
・
高
脂
血
症
な
ど
を
引
き
起

こ
し
ま
す
。
お
酒
と
体
の
関

係
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し

よ
う
。
日
時
=

▽
1
日
目
:
i

月
2
3日
伽
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0分
(
採
血
は

午
後
1

時
3
0分
～
2
時
)

▽
2
日
日
?
:
2
同刀
1
日
圄
、

午
後
2
時
～
3
時
3
0分

内

容
=
血
液
検
査
と
講
義
/
検

査
結
果
の
説
明

定
員
=
3
0

人
(
先
着
順
)

費
用
=
血
液

検
査
実
費

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
中
央
本
町

保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
5
2

歯
周
病
予
防
教
室
(
2
日
制
)

噛
め
ば
噛
む
ほ
ど
出
る
だ
液
。
身

体
に
と
て
も
い
い
効
果
を
歯
周
病
と

と
も
に
学
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
等
=
表
4

定
員
=
3
0人
(
先

着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電

話
ま
た
は
直
接
窓
口
へ

場
・
申
・

問
先
=
東
和
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

表4　 歯周病予防教室日程

※ いずれも時間は、午後1 時30分～3 時30分

思
春
期
家
族
教
室

―
引
き
こ
も
り
の
対
応
―

引
き
こ
も
り
や
暴
力
な
ど
、
お
子

さ
ん
と
の
関
係
に
悩
ん
で
い
る
家
族

の
方
、
対
応
の
仕
方
な
ど
専
門
家
と

と
も
に
考
え
ま
し
ょ
う
。
日
時
=
1

月
1
7日
出
・
3
1日
困
、
2
月
7
日

困
・
2
8日
困
(
4

日
制
)
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時

内
容
=

「
引
き
こ
も

り
」
に
つ
い
て
の
講
義
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク

講
師
=

吉
永
千
恵
子
氏

(精
神
科
医
)
ほ
か

定
員
=
2
0人

(先
着
順
)

費
用
=

無
料

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=
中
央
本

町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
5
2

交
通
事
故
と
老
人
保
健

老
人
保
健
で
治
療
が
受
け
ら
れ
ま

す
交
通
事
故
な
ど
第
三
者
か
ら
傷
害

を
受
け
た
と
き
の
医
療
費
は
加
害
者

が
負
担
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
が
、

老
人
保
健
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
す
ぐ
に
警

察
に
届
け
る
と
同
時
に
、
区
・
高
齢

医
療
係
に
も
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の

区
で
用
意
し
た
傷
病
届
な
ど
/
警
察

が
発
行
す
る
交
通
事
故
証
明
書
/
保

険
証
/
老
人
保
健
医
療
受
給
者
証
/

印
鑑治

療
費
の
負
担

届
け
出
に
よ
り
、
老
人
保
健
で
治

療
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
、

区
が
医
療
機
関
へ
医
療
費
を
支
払
い

ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
区
が
一

時
立
て
替
え
て
支
払
い
、
後
日
、
被

害
者
の
方
に
代
わ
っ
て
、
加
害
者
に

請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

示
談
は
慎
重
に

加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け
取
っ

て
い
れ
ば
、
老
人
保
健
で
の
治
療
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
加
害
者
と

の
話
し
合
い
で
、示
談
を
結
ん
で
し

ま
う
と
、
そ
の
取
り
決
め
の
内
容
が

優
先
す
る
こ
と
が
あ
り
、
加
害
者
に

請
求
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
示
談
を

結
ぶ
前
に
、
必
ず
区
・
高
齢
医
療
係

に
届
け
出
ま
し
ょ
う
。

問
先
=
高
齢
医
療
係

(
3
8
8
0
)
5
8
7
4

乳
が
ん
検
診

(マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
)
の

モ
ニ
タ
ー
募
集

区
で
は
乳
が
ん
検
診
の
新
た
な
方

法
と
し
て
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
イ
(
乳

房
X
線
撮
影
)
の
導
入
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
ま
で
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
イ
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
方

に
受
診
し
て
い
た
だ
き
、
ご
意
見
を

伺
い
ま
す
。
実
施
期
間
=
2
月
1
2

日
～
3
月
3
1日
で
区
が
指
定
す
る
日

時

対
象
=
4
0
歳
以
上
の
女
性
区
民

実
施
方
法
=
区
が
指
定
す
る
医
療
機

関
で
受
診
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答

定
員
=
3
0
0人(
先
着
順
)

検
診
費
用
=

無
料
(
た
だ
し
、
医
療
機
関
ま
で

の
交
通
費
は
各
自
負
担
)

申
込
=
(

ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、生
年
月
日
、

電
話
番
号
、「
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
モ

ニ
タ
ー
希
望
」
を
明
記

期
限
=
1

月
2
5日
消
印
有
効

モ
ニ
タ
ー
決
定

通
知
=
2
月
5
日
発
送
予
定

申
・

問
先
=
健
康
推
進
課
成
人
保
健
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
m
(本
町
1
-
1
7
1
1

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

「
寝
た
子
を
起
こ
す
な
」と

い
う
考
え
方

同
和
問
題
を
今
さ
ら
何
も
取
り
上

げ
る
必
要
は
な
く
、
こ
の
ま
ま
放
置

し
て
お
け
ば
社
会
の
変
化
に
伴
っ
て

自
然
に
解
消
す
る
と
い
う

「
寝
た
子

を
起
こ
す
な
」
の
考
え
方
が
あ
り
ま

す
。
も
し
、
こ
の
考
え
方
が
正
し
い

と
し
た
な
ら
ば
、
1
8
7
1

年
(
明

治
4
年
)
の
「
太
政
官
布
告
」
(
い
わ

ゆ
る
「
身
分
解
放
令
」
)か
ら
約
1
3
0年

を
経
過
し
た
現
在
、
部
落
差
別
は
完

全
に
解
消
し
て
い
る
は
ず
で
す
。

同
和
問
題
は
、
就
職
差
別
や
結
婚

差
別
な
ど
、
現
実
に
存
在
す
る
社
会

問
題
で
す
。無
関
心
で
い
る
こ
と
は
、

差
別
の
解
消
に
つ
な
が
ら
な
い
ば
か

り
か
、人
権
を
意
識
す
る
こ
と
な
く
、

か
え
っ
て
差
別
を
助
長
す
る
結
果
を

招
く
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
、

差
別
の
な
い
社
会
を
築
ぐ
に
は
、
あ

ま
り
に
も
消
極
的
な
姿
勢
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。

で
は
、
日
本
社
会
に
い
ま
だ
に
根

強
く
残
さ
れ
て
い
る
不
合
理
や
偏
見

を
取
り
除
く
に
は
、
ど
う
し
た
ら
い

い
の
で
し
ょ
う
か
。そ
の
た
め
に
は
、

ま
ず
差
別
を
自
ら
の
課
題
と
し
て
と

ら
え
直
す
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
何
を
な
す
べ
き

か
を
考
え
、
行
動
に
移
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

今
年
こ
そ
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
解
消

し
、「
人
権
の
世
紀
」
の
基
盤
を
確
立

し
ま
し
ょ
う
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
同
和

対
策
へ
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該
当
す
る
方
は
申
請
を

児
童
扶
養
手
当
・

児
童
育
成
手
当

児
童
扶
養
手
当

対
象
=
区
内
に
住
所
が
あ
り
、
昭
和
5
8

年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
児

童
(
障
害
の
あ
る
児
童
は
1
9歳
1
1ヵ

月
ま
で
)
を
養
育
し
て
い
る
母
ま
た

は
養
育
者
で
、
父
が
次
の
状
態
に
あ

る
方
・
:
離
婚
、
死
亡
、
生
死
不
明
/
1

年
以
上
の
遺
棄
ま
た
は
法
令
に
よ

り
1
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
/
婚

姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
児
童
で

父
の
扶
養
が
な
い
/
父
に
重
度
の
障

害
(
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
程

度
)
が
あ
る

支
給
が
制
限
さ
れ
る

場
合
=
所
得
制
限
以
上
の
収
入
が
あ

る
(
本
人
お
よ
び
同
居
の
扶
養
義
務

者
)

※
申
請
者
が
公
的
年
金
を
受

給
し
て
い
る
場
合
は
該
当
し
ま
せ

ん
。
ま
た
、
父
の
死
亡
な
ど
に
よ
り

公
的
年
金
を
受
給
、
あ
る
い
は
加
給

年
金
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
児
童
お

よ
び
施
設
に
入
所
し
て
い
る
児
童
は

支
給
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
昭
和
6
0

年
8
月
1
日
以
降
、
支
給
要
件
に
該

当
し
た
日
か
ら
5
年
を
経
過
し
た
場

合
に
は
申
請
で
き
な
く
な
り
ま
す

手
当
額
(
月
額
)
=

▽
全
額
支
給
対

象
者
・
:
4万
2
千
3
7
0円

▽
一
部
支

給
対
象
者
・
:
2万
8
千
3
5
0円

※
児

童
が
複
数
の
と
き
の
2
人
目
…
5
千

円
、
3
人
目
以
降
…
3
千
円
を
加
算

□
児
童
育
成
手
当

対
象
=
昭
和
5
8年
4
月
2
日
以
降
生

ま
れ
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
状
態
に

あ
る
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
:
交

母
が
離
婚
/
父
ま
た
は
母
が
死
亡
あ

る
い
は
、
生
死
不
明
/
父
ま
た
は
母

に
1
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
/
父

ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り
1
年
以
上

拘
禁
さ
れ
て
い
る
/
婚
姻
に
よ
ら
な

い
で
懐
胎
し
た
児
童
で
父
の
扶
養
が

な
い
/
父
ま
た
は
母
に
重
度
の
障
害
(

身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
)
が

あ
る

手
当
額
=
月
額
1
万
3
千
5
0
0

円

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
施
設
に
入
所
し
て
い
る
児
童
は

支
給
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

―
―
い
ず
れ
も
―
―

状
況
に
よ
り
申
請
に
必
要
な
も
の

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
申
・
問
先
=
ひ
と
り

親
家
庭
支
援
係(

3
8
8
0
)
5
8
8
3

「
(
親
)
医
療
証
」
は

届
き
ま
し
た
か

今
月
か
ら
使
用
す
る
新
し
い
「
⑩

医
療
証
」
を
昨
年
1
2月
2
1日
に
発
送

し
ま
し
た
。
受
診
す
る
と
き
は
、
必

ず
新
し
い
医
療
証
を
健
康
保
険
証
と

一
緒
に
、
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。
該
当
年
度
の
所
得

状
況
に
よ
り
、
助
成
内
容
が
変
更
さ

れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
※
所
得
超
過
な

ど
に
よ
り
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
方

へ
の
通
知
も
同
時
に
発
送
し
ま
し
た

問
先
=
ひ
と
り
親
家
庭
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

病
後
児
保
育
室

保
護
者
が
勤
務
・
傷
病
な
ど
の
理

由
で
保
育
す
る
こ
と
が
困
難
な
、
病

気
の
回
復
期
や
発
熱
な
ど
軽
い
病
気

の
児
童
を
、
区
が
委
託
し
た
施
設
で

お
預
り
し
ま
す
。

施
設
名
=
病
後
児
保
育
室
「
よ
う
せ

い
」
(
保
木
間
―
-
3
7
-
2
0
)

(
5
8
3
1
)
3
5
5
0

日
時
=
月
～
土
曜
日
(
祝
日
は
除

く
)
、
午
前
8
時
3
0分
～
午
後
5
時
3
0

分
(
土
曜
日
は
午
後
1
時
ま
で
)

対
象
=
満
I
歳
～
就
学
前

費
用
=
2

千
5
0
0円(
土
曜
日
は
2
千
円
)

※

別
途
診
察
料
が
必
要
で
す

申
込
=

児
童
福
祉
課
、
病
後
児
保
育
室
、
区

内
保
育
園
の
い
ず
れ
か
で
事
前
登
録

し
、
利
用
前
日
ま
で
に
施
設
へ
電
話

※
昼
食
は
持
参

問
先
=
保
育
振
興

係

　
(
3
8
8
0
)
5
8
8
9

「
中
・
高
年
起
業
セ
ミ
ナ
ー
」

中
級
コ
ー
ス

事
業
に
必
要
な
契
約
の
基
礎
知

識
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
(
資
金
計
画
・

そ
の
他
)
の
作
成
等
を
学
習
し
て
い

き
ま
す
。
日
程
=
2

月
6
日
～
2
7

日
の
水
曜
日
(
全
4
回
)
、午
後
1
時

～
5
時

場
所
=
区
役
所
1
2階
会
議

室

対
象
=
区
内
在
住
の
中
・
高
齢

者

定
員
=
3
0人

費
用
=
3
千
円

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、

住
所

、
氏
名
、
職
業
、
電
話
番
号
、

生
年
月
日
、
応
募
の
動
機
、「
中
・
高

年
起
業
セ
ミ
ナ
ー
受
講
希
望
」
を
明

記

期
限
=
1
月
2
3日
必
着

申
・

問
先
=
高
齢
計
画
課
計
画
推
進
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
l

　
(
3
8
8
0
)
5
2
6
4

介
護
保
険
料
は

便
利
な
口
座
振
替
で

□
介
護
保
険
料
の
納
め
方
は

年
金
天
引
き
で
き
な
い
方
へ
は
納

付
書
が
送
ら
れ
ま
す
。

□
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

毎
月
の
納
付
の
手
間
が
な
く
な

り
、
納
め
忘
れ
も
防
げ
ま
す
。

□
手
続
き
は

申
込
用
紙
に
記
入
し
て
金
融
機
関

(郵
便
局
含
む
)
へ
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
用
紙
が
無
い
方
は
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
介
護
保
険
課
窓
口

で
も
申
し
込
め
ま
す
。
※
通
帳
・
届

出
印
が
必
要
で
す

□
振
替
は

毎
月
1
5日
ま
で
に
申
し
込
む
と
、

翌
月
分
か
ら
開
始
し
ま
す
(
開
始
月

は
事
前
に
通
知
し
ま
す
)
。振
替
日
は

毎
月
末
日
(
金
融
機
関
休
日
の
場
合

は
翌
営
業
日
)
で
す
。

問
先
=
介
護
保
険
課
保
険
料
係

戦
没
者
の
遺
族
の
方
へ

第
七
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限

は
4
月
1
日
で
す
。
対
象
=
満
州

事
変
以
後
、
軍
人
・
軍
属
・
準
軍
属

と
し
て
、
戦
闘
公
務
な
ど
に
よ
り
戦

死
、
ま
た
は
、
そ
の
と
き
の
傷
病
が

原
因
で
死
亡
さ
れ
た
方
の
遺
族
(
戦

没
者
死
亡
当
時
の
三
親
等
内
親
族
の

う
ち
、法
で
定
め
る
先
順
位
者
)
で
、

平
成
1
1年
4
月
1
日
に
お
い
て
公
務

扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
権

利
の
あ
る
遺
族
が
い
な
い
方

※
第

六
回
特
別
弔
慰
金
(
4
0万
円
、
1
0年

償
還
国
債
)
の
支
給
対
象
と
な
っ
た

方
は
該
当
し
ま
せ
ん

支
給
額
=
2
4

万
円
(
6

年
償
還
国
債
)

申
・
問
先
=

民
生
係

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

健
康
術

～姿勢を矯正しましょう( 9) ～
正しい姿勢を保つには、股関節周辺の筋肉をバランス

良く保つことが大切です。今回は腰痛予防にも役立つ股
関節周辺のストレッチングを紹介します。

《 ポイント》
反動をつけずに気持ちの良いところで1O～2O秒程度伸

ばす。息は止めず、リラックスして自然な呼吸で。

(

1

)

内もも…
足の裏を合わせ、背すじを伸ばし
ながらゆっくりと体を前に倒す

(

2

)

もも後面…片足を伸ばし、もう一方は内側に曲げ、おへそか
らゆっくり体を倒す

(

3

)

もも前面…
横になり、足の甲を持ちながらかかとをおしりに
近づける

(

4

)

おしり…
両ひざを立てて仰向けになり、右側の足首を左足
にのせる。左ももを持ち体に引き寄せる

(

5

)

… 片ひざを曲げながら、ゆっくりと大きく股関節を回す

※ ( 2) ～( 5) は左右両方行いましょう

《体育振興担当課 　3859- 3422　 協力: 生涯学習振興公社》

こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
が

「
風
の
子
」
に
決
ま
り
ま
し
た

多
数
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
子
ど
も
た

ち
が
元
気
に
駆
け
回
る
姿
が
イ
メ
ー

ジ
さ
れ
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長

を
願
う
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

の
設
置
目
的
が
わ
か
り
や
す
く
表
現

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
風
の
子
」

に
決
定
し
ま
し
た
。
今
後
こ
の
愛
称

に
よ
り
、
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ

ー
が
、
幅
広
い
年
齢
層
に
身
近
な
も

の
と
し
て
感
じ
て
も
ら
え
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
問
先
=
子
育
て

支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
2
6
6

参
加
し
ま
せ
ん
か

小
出
町
の

「
第
1
4回
国
際
雪
合
戦
」

友
好
自
治
体
の
小
出
町
は
、
毎
年

「
小
出
雪
ま
つ
り
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
そ
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
国
際
雪
合
戦
大
会
に
参
加
し
ま
せ

ん
か
。
国
際
雪
合
戦
大
会
は
、
過
激

さ
の
中
に
戦
力
的
な
決
断
力
と
冷
静

な
判
断
力
を
必
要
と
す
る
エ
キ
サ
イ

テ
ィ
ン
グ
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
日

程
=
2
月
1
0日
㈲

費
用
=
I
チ
ー

ム
(
5
人
)
5
千
円

申
込
=
電
話

期
限
=
1
月
1
5日

申
先
=
小
出
雪

ま
つ
り
実
行
委
員
会

0
2
5
7
9
(
2
)
1
0
1
8

砌
0
2
5
7
9
(
2
)
9
5
0
0

問
先
=
都
市
提
携
係

(
3
8
8
0
)
5
8
5
7

見
せ
る
の
は

ス
ピ
ー
ド
よ
り
も

良
い
マ
ナ
ー
!

な
く
そ
う

二
輪
車
の
交
通
事
故

二
輪
車
は
手
軽
で
便
利
な
乗
り
物

と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
二
輪
車
の
関
与
し
た
交
通
事
故

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

二
輪
車
の
交
通
事
故
を
防
止
す
る

た
め
に
は
、
基
本
的
な
運
転
技
術
を

身
に
つ
け
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

か
つ
危
険
を
予
測
し
て
運
転
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

□
二
輪
車
を
安
全
に
乗
る
た
め
の
ポ

イ
ン
ト

(
1
)
二
輪
車
の
特
性
を
知
る

加
速
し
や
す
く
止
ま
り
に
く
い
/
路

面
の
状
態
や
急
ブ
レ
ー
キ
な
ど
、
ち

ょ
っ
と
し
た
原
因
で
バ
ラ
ン
ス
を
崩

し
転
倒
す
る
/
運
転
者
の
身
体
が
外

部
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
、
交
通

事
故
の
場
合
は
大
け
が
を
し
や
す
い
/

車
体
が
小
さ
い
の
で
四
輪
車
の
死

角
に
入
り
や
す
い

(
2
)
二
輪
車
の
点
検
、
整
備
を
し
っ
か

り
す
る

点
検
は
い
つ
も
決
ま
っ
た
順
次
で

行
う
と
見
落
と
し
が
あ
り
ま
せ
ん
。

点
検
項
目
=
燃
料
/
オ
イ
ル
/
車
輪
/

チ
ェ
ー
ン
/
エ
ン
ジ
ン
/
ブ
レ
ー

キ
/
ク
ラ
ッ
チ
/
灯
火
類
/
バ
ッ
テ

リ
ー
/
(
ン
ド
ル
/
バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
/

各
部
締
め
付
け

(
3
)
ラ
イ
ダ
ー
に
適
し
た
服
装
を
身
に

つ
け
る

【
ヘ
ル
メ
ッ
ト
】
J
I
S

、
S

、
S
G

マ
ー
ク
の
つ
い
て
い
る
乗
車
用
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
使
用
す
る
/
頭
に
よ
く

フ
ィ
ッ
ト
し
た
も
の
を
使
用
す
る
/

一
度
強
い
衝
撃
を
受
け
た
も
の
や
、

あ
ま
叭
古
い
も
の
は
使
用
し
な
い

【
ウ
ェ
ア
】
季
節
を
問
わ
ず
露
出
し

な
い
よ
う
に
す
る
/
色
は
目
立
つ
も

の
に
す
る

【
靴
】
か
か
と
の
あ
る
靴
や
ブ
ー
ツ

が
望
ま
し
い

【
手
袋
】
汗
な
ど
を
吸
収
し
、
す
べ

り
に
く
い
も
の
が
よ
く
、
な
る
べ
く

手
首
を
か
く
す
だ
け
の
長
さ
の
も
の

に
す
る

【
ゴ
ー
グ
ル
】

金
属
部
品
を
多
く
使
っ
た
り
、
ガ
ラ

ス
レ
ン
ズ
の
も
の
は
使
用
し
な
い

問
先
=
交
通
安
全
係

(
3
8
8
0
)
5
9
1
2

二輪車事故の主な原因二輪車の年齢別交通事故

※ 事故件数は13年上半期で593件( 1. 2 当件数)
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大地震発生時の避難の流れ
について知りたいという問い合わせが数多くありま
す。災害発生時、迅速に対応できるよう避難の流れに
ついて再確認し、ご家族、ご近所の皆さんとともに理
懈を深め、もしもの場合に備えましょう

。

問先= 災害対策課 　3880―5836

震太くんは
地震のときどこに
避難したらいいのか
知ってる?

揺れ子ちゃん

もちろん
知っているよ!
みんなも

覚えてね!

震太くん

避難の流れ
区では、集団避難方式を進めています。

大規模火災など自宅にいることが危険な
場合、原則として、一時集合場所に集ま
り、集団で広域避難場所に避難します。
火災から避難する際は、火災発生場所や
風向きなどに応じ柔軟に判断し、落ち着
いて行動してください。

地震発生

身を守る
大きな揺れが起きたとき、火の始末を

しようとして、やかん・なべなどの中身
が身体にかかり火傷をした例が報告され
ています。大きな揺れの場合は、まず机
の下などに身体を隠すか、座布団などで
頭部を守ります。

火の始末
火を消すタイミングは3 回あります。

タイミング1
揺れを感じたとき

タイミング2
揺れがおさまったとき

タイミング3
出火したとき

火災時の対処判断

天井に燃え移っていない火事や、出火後3
分ぐらいまでの火事が、初期消火の限界
です。天井に火が燃え移ったときはすぐに
避難します。

出口の確保

地
震
の
揺
れ
に
よ
っ
て

ド
ア
が
ゆ
が
み
、
開
か
な

く
な
っ
て
、
部
屋
に
閉
じ

込
め
ら
れ
る
と
い
う
例
が

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
外
へ
の
避
難
時

に
は
、
ガ
ス
の
元
栓
を
閉

め
、
電
気
の
ブ
レ
ー
カ
ー

を
落
と
し
ま
す
。

あわてて外に飛び出さない

一時( いっとき)
集合場所

集団で避難するために町会・自
治会単位で一時的に集まる場所
(公園、学校、神社等)。

標識「ひよこ」 標識「やじろべえ」

一時( いっとき) 集合場所につい
てくわしくは、区・ホームページ
でご覧いただけます。

大
火
発
生

広域避難場所
大地震などで延焼火災が発生した場合、
大火から身を守るために避難する場所。

区内9 ヵ所を東京都が指定

避
難
生
活
長
期
化

延焼火災がない場合

避難所
震
災
で
住
居
が
損
壊
等
し
た

と
き
の
た
め
の
一
時
的
な
生
活

の
場
所
。区
内
の
小
・
中
学
校
、

都
立
高
校
の
1
2
6力所
を
第
一
次

避
難
所
に
指
定
。
ま
た
、
学
校

で
の
生
活
が
困
難
な
お
年
寄
り

や
身
体
の
不
自
由
な
方
の
た
め

に
、
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
や
福

祉
施
設
な
ど
を
第
二
次
避
難
所

と
し
て
開
設
し
ま
す
。
※
避

難
所
を
実
際
に
運
営
す
る
た
め

に
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
自
ら
計

画
し
実
施
す
る
訓
練
が
避
難
所

運
営
訓
練
で
す
。
1
2年
度
は
6
4

力
所
の
学
校
で
行
わ
れ
ま
し

た

。

自分でできる防災対策
・家具の転倒防止、本棚や食器棚などか
らの本・食器類の落下防止についての対
策を!
・石油ストーブやガス器具など火気のま
わりは常に整とんを!
・いざというときのために非常持ち出し
品の準備を!

I
T
講
習
会
初
心
者
向
け

パ
ソ
コ
ン
教
室

「
I
T
講
習
会
」
で
は
、初
め
て
パ

ソ
コ
ン
に
触
れ
る
初
心
者
を
対
象
と

し
て
1
9一時
間
で
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作
(
文
字
入
力
な
ど
)
、イ
ン
タ
・
I・

ネ
ッ
ト
や
電
子
メ
ー
ル
利
用
の
基
本

的
技
能
を
学
び
ま
す
。

今
回
募
集
す
る
の
は
A

コ
ー
ス

(初
心
者
二

般
)
で
す
。
B
・
C
・
D

コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
1
3年
1
2月
5

日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
A

コ
ー

ス
は
2
月
で
終
了
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
が
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

2
月
の
I
T
講
習
会

参
加
者
募
集

往
復
(
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
各
講
習
会
の
申
し
込
み
先
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
生
涯
学
習
振
興
公
社
申
し
込
み
分

(表
1
・
コ
ー
ス
番
号
1
～
1
0
)

申
・
問
先
=
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
事

業
推
進
課

〒
1
2
0
・
0
0
3
4
千
住
5
-
1
3
-
5

(
5
8
1
3
)
3
7
3
0

□
青
少
年
セ
ン
タ
ー
申
し
込
み
分

(
表
2
・
コ
ー
ス
1
1
～
1
7
)

申
・
問
先
=
青
少
年
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3

・
0
8
4
1

西
新
井
1
-
4
-
1
7

　
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

―
―
い
ず
れ
も
―
―

対
象
=
2
0
歳
以
上
の
都
民

定
員
=

各
コ
ー
ス
2
0人
(
抽
選
)

費
用
=
受

講
料
は
無
料
(
テ
キ
ス
ト
代
7
0
0円
は

実
費
負
担
)

申
込
=
往
復
(
ガ
キ

に
①
希
望
の
コ
ー
ス
番
号
②
郵
便
番

号
・
住
所
③
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
④

年
令
⑤
性
別
⑥
電
話
番
号
を
明
記
し

各
申
込
先
へ
(
全
コ
ー
ス
の
申
か
ら
1

人
I
コ
ー
ス
、
1
通
の
み
有
効
)

※
コ
ー
ス
番
号
・
場
所
を
確
認
し
、

記
載
も
れ
の
な
い
よ
う
注
意
し
て
く

だ
さ
い

期
限
=
1
月
2
1日
必
着

《往復ハガキの記入例》

※
地
域
募
集
分
{
民
間
パ
ソ
コ
ン
教

室
等
}
の
I
T
講
習
会
に
つ
い
て
は
、

区
民
事
務
所
、地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
、

住
区
セ
ン
タ
ー
、
駅
広
報
ス
タ
ン
ド

に
別
途
チ
ラ
シ
を
置
い
て
、
ご
案
内

し
て
い
ま
す
。

表1　2 月のI T 講習会( 生涯学習振興公社開催分) 日程等

今月は、教育研究所・学びピアの開催はありません。

表2　2 月のI T 講習会( 青少年センター開催分) 日程等

I
T
講
習
会
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、
生
涯
学
習
課
I
T

事
業

　
(
3
8
8
0
)
5
2
2
9

フ
ァ
ク
ス
情
報
案
内
中

受
話
器

付
き
フ
ァ
ク
ス
で
(
3
8
8
9
)
3
3
9
9

ヘ
ダ
イ
ヤ
ル
↓
コ
ー
ド

番
号
1
4
9
4
を
押
す

住

区

セ

ン

タ

ー

従

事

者

登

録

制

度

住
区
セ
ン
タ
ー
は
、
児
童
館
・
学

童
保
育
室
・
老
人
館
・
集
会
室
を
備

え
た
地
域
施
設
で
す
。
施
設
の
運
営

は
、
管
理
運
営
委
員
会
を
中
心
に
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
よ
り
行
っ
て
い
ま
す
。
従
事
者

は
、
そ
れ
ぞ
れ
管
理
運
営
委
員
会
が

選
考
し
「
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と

し
て
従
事
を
委
嘱
さ
れ
ま
す
。「
従
事

者
登
録
制
度
」
は
住
区
セ
ン
タ
ー
に

従
事
を
希
望
さ
れ
る
方
を
あ
ら
か
じ

め
登
録
し
、
住
区
セ
ン
タ
ー
が
従
事

者
を
募
集
す
る
際
に
紹
介
し
、
応
募

し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

□
児
童
館
・
学
童
保
育
担
当

対
象
=
お
お
む
ね
5
0歳
ま
で
の
方

内
容
=
児
童
館
・
学
童
保
育
室
の
運

営
勤
務
時
間
=
午
前
9
時
～
午
後

5
時
(
午
前
8
時
3
0
分
か
ら
の
場
合

も
あ
り
)
※
週
2
0
～
2
4
時
間
程
度

報
酬
=
時
給
7
9
0円

※
1
4年
4
月
に

開
室
予
定
の
千
寿
常
東
小
、平
野
小
、

梅
田
図
書
館
内
学
童
保
育
室
の
従
事

者
登
録
も
受
け
付
け
ま
す
。

□
事
務
・
老
人
館
、
管
理
補
助
担
当

対
象
=
お
お
む
ね
6
5歳
ま
で
の
方

内
容
=
一
般
事
務
・
施
設
管
理
・
老

人
館
の
運
営
・
団
体
貸
し
出
し
業
務

勤
務
時
間
=

▽
午
前
9
時
～
午
後
5

時
(
午
前
8
時
3
0分
か
ら
の
場
合
も

あ
り
。
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
週
2
0時

間
～
2
4時
問
程
度
)

報
酬
=
時
給
7
9
0

円

▽
午
後
5

時
～
午
後
1
0
時
(

夜
問
業
務
)
、時
給
8
9
0円

い
ず
れ

も
登
録
期
問
は
1
年
で
す
。
登
録
期

間
が
切
れ
た
方
は
改
め
て
登
録
し
て

く
だ
さ
い
。
申
・
問
先
=
住
区
セ
ン

タ
ー
連
絡
協
議
会
事
務
局
(
住
区
推

進
課
内
)

(
3
8
8
0
)
5
8
6
8

( 福)
足
立
区
社
会
福
祉
協
議
会

常
勤
職
員
募
集

対
象
=
①
社
会
福
祉
士
の
有
資
格
者

で
、
昭
和
4
7年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
②
介
護
支
援
専
門
員
の
有

資
格
者
で
、
昭
和
4
2年
4
月
2
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方

勤
務
場
所
=
事

務
局
お
よ
び
各
施
設

内
容
=
社
協

業
務

給
与
=
初
任
給
お
よ
び
各
種

手
当
は
区
職
員
に
準
ず
る

勤
務
条

件
等
=
週
4
0時
間
/
有
休
・
社
会
保

険
あ
り

採
用
人
数
=
若
千
名

採

用
時
期
=
4
月
1
日
(
予
定
)

選
考
=

論
文
お
よ
び
面
接

申
込
=
履
歴

書
等
を
窓
口
に
持
参

期
限
=
1
月
3
1

日

申
・
問
先
=
㈲
足
立
区
社
会

福
祉
協
議
会
総
務
課
(
区
役
所
北
館
4

階
)
　
(
3
8
8
0
)
5
7
4
0

学
校
栄
養
士

(非
常
勤
)
募
集

勤
務
場
所
=
区
立
小
・
中
学
校

対

象
=
栄
養
士
有
資
格
者
(
3
月
3
1日

取
得
見
込
み
可
)

内
容
=
学
校
給

食
に
関
す
る
業
務

勤
務
条
件
等
=

報
酬
月
額
1
8万
4
千
円
(
1
3
年
度
実

績
)
/
週
5
日
以
内
(
年
間
2
0
5日)
/

4
月
1
日
採
用
/
有
給
・
社
保
有
り

採
用
人
員
=
若
干
名

選
考
=
書
類

選
考
お
よ
び
面
接
(
1
月
側一
日
予
定
)

申
込
=
自
筆
の
履
歴
書
(
A
4
・
写
真

添
付
)
を
直
接
窓
口
ま
た
は
郵
送

期
限
=
1
月
1
6日
必
着

申
・
問
先
=

学
校
給
食
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
-
I

(
3
8
8
0
)
5
9
7
5

区
立
保
育
園
非
常
勤
職
員
募
集

《
保
育
》
《
看
護
婦
》
《
用
務
》
《
調
理
》《
保
育
相
談
員
》

対
象
=

昭
和
1
7
年
4
月
2

日
以
降
の
生
ま
れ
で
健
康

な
方

資
格
等
=

表
3

報
酬
=

勤
務
時
間
等
に
よ

り
月
額
1
3
万
4

千
円
～
1
9

万
1

千
円
(

予
定
)
/

賞

与
な
し
/

有
給
休
暇
あ
り
/

交
通
費
支
給
(

限
度
額

あ
り
)

面
接
日
=
2

月
1
9

日
予
定
(

一
次
選
考
合

格
者
の
み
)

採
用
u
4

月
1
日

申
込
=

申
込
書

(児
童
福
祉
課
お
よ
び
各

区
立
保
育
園
に
て
配
付

。

自
筆
・
写
真
貼
付
)
・
作
文

(保
育
相
談
員
の
み
)
を

郵
送
ま
た
は
持
参

※
申

込
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

期
限
=
1

月
2
3
日
必
着

申
・
問
先
=

児
童
調
整
係

〒
1
2
0・
8
5
1
0

中
央
本

町
I
-
1
7
-
1

(
3
8
8
0
)
5
8
7
2

表3　 区立保育園非常勤職員募集内容

駅
め
ぐ
り

千
住
大
橋
駅

駅
名
の
由
来
に
な
っ
た
「
千
住
大

橋
」
は
、
徳
川
家
康
が
江
戸
に
入
府

し
て
4
年
後
に
初
め
て
架
橋
さ
れ
、

今
も
昔
も
人
々
の
往
来
で
に
ぎ
わ
っ

て
い
ま
す
。

大
橋
公
園
に
は
、
松
尾
芭
蕉
が
奥

の
細
道
へ
旅
立
つ
と
き
に
、
宿
場
町

千
住
を
通
っ
た
こ
と
か
ら
「
お
く
の

ほ
そ
道
矢
立
初
の
碑
」
が
置
か
れ
て

い
ま
す
。

そ
の
通
り
の
突
き
当
た
り
に
、
こ

て
絵
の
大
家
・
伊
豆
の
長
八
の
彫
刻

が
納
め
ら
れ
て
い
る
稲
荷
琳
湫
が
あ

り
ま
す
。
こ
て
絵
と
は
、
漆
喰
を
こ

て
で
盛
り
上
げ
て
装
飾
を
作
る
技
術

で
す
。
実
物
の
公
開
は
年
I
回
で
す

が
、
レ
プ
リ
カ
が
お
社
の
正
面
に
飾

っ
て
あ
り
ま
す
の
で
い
つ
で
も
ご
覧

に
な
れ
ま
す

。

ま
た
、
公
共
職
業
安
定
所
(
ロ
ー

ワ
ー
ク
足
立
は
、
こ
の
駅
か
ら
徒
歩
5

分
ほ
ど
で
す
。

《
広
報
課
》
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く
ら
し
の
情
報

定員に先着順
とあるものは1
月11 日

から受け付け

▽
6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

建
設
工
事
等
の
競
争
入
札

参
加
登
録
受
け
付
け

1
4年
度
に
、
区
の
建
設
工
事
な
ど

の
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
方

は
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
期
間
=
2

月
1
2日
～
1
5日
、
午
前
9
時
3
0分

～
午
後
3
時
3
0分
(
正
午
か
ら
午
後
1

時
を
除
く
)

場
所
=
区
役
所
南

館
H
階
契
約
課

※
車
で
の
来
庁
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い

申
請
用
紙
=

都
・
財
務
局
指
定
用
紙
を
使
用
(
都

庁
都
民
広
場
地
下
・
墓
只
都
弘
済
会

で
販
売
)

問
先
=
工
事
契
約
係

(
3
8
8
0
)
5
8
3
2

浄
化
槽
使
用
状
況
調
査

1
3年
1
0月
に
(
ガ
キ
で
浄
化
槽
の

使
用
状
況
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
ま

だ
返
事
を
い
た
だ
い
て
い
な
い
方
、

不
明
な
点
が
あ
る
方
に
対
し
て
、
訪

問
調
査
を
行
い
ま
す
。
調
査
員
が
自

宅
ま
た
は
管
理
し
て
い
る
建
物
ま
で

伺
い
ま
す
。
簡
単
な
聴
き
取
り
調
査

で
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
調
査
時
期
=
1

月
～
2
月

調
査
内
容
=
①
浄
化
槽
使
用
状
況

②
管
理
者
変
更
確
認

※
今
回
の
調

査
対
象
は
、
都
ま
た
は
区
に
浄
化
槽

設
置
届
・
浄
化
槽
使
用
開
始
届
を
出

し
て
い
る
浄
化
槽
で
す
。
浄
化
槽
を

設
置
・
廃
止
し
た
と
き
は
必
ず
清
掃

課
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
問
先
=

清
掃
課
業
務
係

(
3
8
8
0
)
5
3
0
2

「
フ
レ
ー
ル
西
新
井
第
二
」

新
規
賃
貸
住
宅
入
居
者
募
集

都
市
基
盤
整
備
公
団
が
、
西
新
井

二
丁
目
「
西
新
井
第
二
団
地
」
建
替

後
賃
貸
住
宅
の
入
居
者
募
集
を
行
い

ま
す
。
区
内
在
住
・
在
勤
の
方
を
対

象
に
募
集
優
遇
枠
が
あ
り
ま
す
。
く

わ
し
く
は
現
地
案
内
所
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
所
在
地
=
西

新
井
二
丁
目
5
番
地
ほ
か

募
集
戸

数
1
1
1
5
戸

申
込
期
間
1
1
月
1
2日

～
2
8日

現
地
モ
デ
ル
ル
ー
ム
公
開
=

午
前
1
0時
～
午
後
5
時

入
居
予

定
時
期
=
3
月
末

問
先
=
現
地
案

内
所
(
3
号
棟
1
0
3
号
室
)

(
3
8
9
8
)
2
1
1
0

(募
集
期
間
中
の
み
開
設
)

ま
た
は
住
宅
課
住
宅
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
9

燃
え
な
い
建
物
を
建
て
る
方

に
助
成
し
ま
す

区
で
は
、「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
」
の
一
環
と
し
て
、
大
地
震
時
の

火
災
に
対
し
安
全
な
「
避
難
路
」
や

「
延
焼
遮
断
帯
」を
整
備
す
る
た
め
、

都
市
防
災
不
燃
化
促
進
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
不
燃
化

促
進
区
域
内
で
事
業
実
施
期
間
中
。

一
定
の
基
準
に
合
っ
た
不
燃
建
築
物

を
建
て
る
方
に
工
事
費
の
一
部
を
助

成
し
、
建
物
の
不
燃
化
を
促
進
す
る

も
の
で
す
。こ
の
区
域
内
で
建
物
を

建
て
よ
う
と
お
考
え
の
方
は
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
不
燃
化
促
進
区
域

放
射
1
1号
線
(
荒
川
以
北
の
尾
久

橋
通
り
)
の
道
路
の
両
側
か
ら
お
お

む
ね
3
0
m以
内
の
区
域

▽
事
業
実
施
期
間

1
8年
3
月
3
1日
ま
で
。
く
わ
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問

先
=
建
築
防
災(

3
8
8
0
)
5
9
5
2

区
立
小
・
中
学
校
新
入
学
生
の

指
定
校
変
更
受
け
付
け

区
立
小
・
中
学
校
の
入
学
手
続
き

に
必
要
な
就
学
通
知
書
を
、
1
月
中

旬
ご
ろ
に
各
保
護
者
に
送
付
し
ま

す
。就
学
通
知
書
で
指
定
さ
れ
た
小
・

中
学
校
と
違
う
学
校
に
変
更
し
た
い

方
は
、
指
定
校
変
更
の
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
届
い
た
就
学
通
知

書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

綾
瀬
小
学
校
、
第
年
一
中
学
校
、
第

年
四
中
学
校
、
六
月
中
学
校
へ
の
指

定
校
変
更
は
で
き
ま
せ
ん

場
・
問

先
=
学
務
課
就
学
係

(
3
8
8
0
)
5
9
6
9

教
育
相
談

学
校
に
行
く
の
を
嫌
が
る
な
ど
の

お
子
さ
ん
の
教
育
上
の
悩
み
に
つ
い

て
、
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
教
職
経

験
豊
か
な
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。

□
面
接
相
談

日
時
=
毎
週
月
～
金

曜
日
(
祝
日
を
除
く
)
、午
前
9
時
～

午
後
5
時

申
込
=
電
話

場
・
申
・

問
先
=
教
育
研
究
所

(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

綾
瀬
分
室

(
3
8
3
8
)
3
5
8
8

鹿
浜
分
室

(
3
8
5
6
)
7
7
3
5

□
電
話
相
談

日
時
=
毎
週
月
～
金

曜
日
(
祝
日
を
除
く
)
、
午
前
9
時
～

午
後
4
時
3
0分

申
・
問
先
=
教
育

研
究
所
　
(
3
8
8
4
)
7
8
6
7

1
4年
度
学
童
保
育
室

入
室
児
童
を
募
集
中

対
象
=
4
月
か
ら
小
学
1
年
～
3

年
生
に
な
る
子
ど
も

申
込
=
希
望

す
る
保
育
室
に
申
請
書
、
家
庭
状
況

票
、
勤
務
証
明
書
を
提
出

※
用
紙

は
各
保
育
室
に
あ
り
ま
す

期
限
=
1

月
1
8日

問
先
=
学
童
保
育
係

(
3
8
8
0
)
5
8
5
9

ま
た
は
指
導
相
談
係

(
3
8
8
0
)
5
8
6
8

あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す

私
立
高
校
等
入
学
資
金
融
資

お
子
さ
ん
の
私
立
高
校
・
高
等
専

門
学
校
等
の
入
学
資
金
に
お
困
り
の

方
へ
、
融
資
の
あ
っ
せ
ん
を
し
て
い

ま
す
。
申
込
期
限
=
2
月
2
8日

※
申
し
込
み
か
ら
融
資
ま
で
約
1
0日

か
か
り
ま
す
。
志
望
校
が
決
ま
り
ま

し
た
ら
早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
す
で
に
入
学
金
な
ど
を
納
入
済

み
の
場
合
は
融
資
で
き
ま
せ
ん

対

象
=
私
立
高
校
こ
咼
等
専
門
学
校
ま

た
は
大
学
入
学
資
格
を
得
ら
れ
る
私

立
の
専
修
学
校
高
等
課
程
進
学
予
定

者
と
同
居
し
て
い
る
保
護
者
/
区
内

に
引
き
続
き
1
年
以
上
居
住
し
、
住

民
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
/
1
2年

中
の
年
収
が
次
の
限
度
額
以
下
の
方

▽
給
与
所
得
者
:
支
払
給
与
の
総
額

が
1
年
万
円
以
下

▽
事
業
所
得
者

・
:
総
所
得
金
額
な
ど
が
8
0
0
万
円
以
下

※
前
記
条
件
に
該
当
し
て
も
、
取
扱

金
融
機
関
の
貸
付
基
準
に
よ
り
融
資

を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

融
資
金
額
=
1
0～
5
0万
円
(
1
万
円

単
位
)

※
た
だ
し
志
望
校
入
学
手

続
き
時
の
最
低
納
付
額
(
授
業
料
・

寄
付
金
は
対
象
外
、
制
服
代
は
1
0万

円
・
教
科
書
代
は
2
万
円
の
定
額
算

定
)

利
率
=
年
1
.
8
%
返
済
=
融

資
を
受
け
た
日
の
翌
月
か
ら
3
年
以

内
(
元
金
均
等
月
賦
償
還
)

取
扱
金

融
機
関
=
区
内
の
足
立
信
用
金
庫
・

成
和
信
用
金
庫
・
東
京
ス
マ
イ
ル
農

業
協
同
組
合

保
証
=
金
融
機
関
所

定
の
保
証
が
必
要
で
す
(
保
証
料
は

区
で
負
担
)

申
・
問
先
=
学
務
課
助

成
係

　
(
3
8
8
0
)
5
9
7
7

1
月
～
3
月
分
の
国
保
料
納

付
書
を
お
送
り
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
料
1
月
～
3
月
分

の
納
付
書
を
、
1
月
2
1日
に
郵
送
し

ま
す
。
国
民
健
康
保
険
料
の
納
期
限

は
毎
月
末
日
で
す
。
な
お
、
納
め
忘

れ
の
な
い
便
利
な
口
座
振
替
制
度
も

あ
り
ま
す
。
納
付
書
と
預
金
通
帳
、

通
帳
印
を
持
参
し
、
金
融
機
関
、
国

民
健
康
保
険
課
、
各
区
民
事
務
所
の

窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
先
=
資
格
賦
課
係

※
口
座
振
替

に
つ
い
て
は
収
納
管
理
係
へ

区
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

「
あ
な
た
の
〝声〟
を
区
政
に
」

足
立
区
を
魅
力
あ
る
ま
ち
に
す
る

た
め
に
、
皆
さ
ん
の
考
え
や
日
ご
ろ

感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

区
政
運
営
の
方
向
性
や
問
題
点
な

ど
に
つ
い
て
区
民
の
皆
さ
ん
の
生
の

声
を
伺
い
、
各
施
策
の
計
画
立
案
に

い
か
す
と
と
も
に
、
区
政
に
対
す
る

理
解
や
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

□
区
政
モ
ニ
タ
ー
の
主
な
仕
事

▽
区
政
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回

答
・
:ア
ン
ケ
ー
ト
は
年
5
回
程
度
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
結
果
は
報
告
書

と
し
て
ま
と
め
、
各
モ
ニ
タ
ー
に
送

付
す
る
と
と
も
に
、
区
内
各
図
書
館

な
ど
へ
も
配
布
し
ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。
1
3年
度
は
「
情
報
公
開
・

個
人
情
報
保
護
≒
子
育
て
支
援
≒
情

報
化
推
進
≒
交
通
安
全
」
な
ど
を
テ

ー
マ
と
し
、
貴
重
な
意
見
を
多
数
い

た
だ
き
ま
し
た
。

▽
そ
の
他
の
広
聴
業
務
…
区
政
全
般

に
つ
い
て
の
情
報
・
意
見
・
要
望
な

ど
の
随
時
提
供
や
、
区
が
依
頼
す
る

広
聴
業
務
へ
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

□
任
期
は
2
年
間

4
月
1
日
～
1
6年
3
月
3
1日

□
定
数
は
2
0
0人

毎
年
1
0
0人
ず
つ
入

れ
替
え
て
募
集
し
ま
す
。

□
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
方
法

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
は
、
郵
便
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
2
方
法
か
ら
選

べ
ま
す
。

応
募
資
格
=
次
の
い
ず
れ
も
満
た
し

て
い
る
方
。
満
2
0歳
以
上
の
方
(
1
4

年
4
月
1
日
現
在
)

▽
区
に
引
き

続
き
3
ヵ
月
以
上
居
住
し
て
い
る
方
(

日
本
語
が
で
き
る
外
国
人
を
含

む
)

▽
都
内
の
地
方
公
共
団
体
の

職
員
で
な
い
方

▽
過
去
2
年
間
に

区
政
モ
ニ
タ
ー
を
経
験
し
て
い
な
い

方

募
集
人
員
=
川
人

謝
礼
=
ア

ン
ケ
ー
ト
回
答
―
回
5
0
0
円

応
募
方

法
=
1
月
3
1日
ま
で
に
電
話
で
応
募

用
紙
を
請
求
の
上
申
し
込
み
し
て
く

だ
さ
い
。
※
区
政
モ
ニ
タ
ー
へ
の

応
募
方
法
な
ど
は
、
区
・
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
フ
ァ
ク
ス
・
情
報
サ
ー
ビ
ス

《
フ
ァ
ク
ス
(
3
8
8
9
)
3
3
9
9

》
で
も
ご
案
内
し
て
い
ま
す

応

募
・
問
先
=
広
聴
相
談
係

不
審
な
電
話
に
ご
注
意

最
近
、
保
険
料
の
支
払
い
を
催
促

す
る
電
話
が
き
た
と
い
う
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
足
立

区
の
職
員
を
装
っ
た
不
審
な
電
話
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
不
審
な
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
す
ぐ
に
区
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

区
長
へ
の

手
紙
か
ら

区
長
へ
寄
せ
ら
れ
た
フ
ァ
ク
ス
・

手
紙
・
広
聴
ハ
ガ
キ
・
E
メ
ー
ル
な

ど
に
対
す
る
区
長
か
ら
の
返
信

□
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
を
始
め
た
ら
ど

う
かあ

る
区
で
、
赤
ち
ゃ
ん
の
定
期
健

診
時
に
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
、

本
に
親
し
む
き
っ
か
け
を
つ
く
る
活

動
を
し
て
い
る
と
聞
い
た
。
私
も
子

ど
も
が
お
り
、
出
生
届
け
を
提
出
し

た
と
き
に
苗
木
を
、
健
診
の
と
き
に

は
育
児
の
手
引
き
書
を
い
た
だ
い

た
。
し
か
し
、こ
れ
ら
の
も
の
よ
り

も
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
ら
ど

ん
な
に
う
れ
し
い
か
と
思
う
。

こ
れ
ら
の
配
付
を
見
直
し
、「
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
」
の
検
討
を
お
願
い
し

た
い
。

□
区
長
か
ら
の
返
信

「
乳
児
か
ら
絵
本
に
親
し
む
機
会

を
つ
く
ろ
う
」
と
い
う
発
想
で
、
英

国
か
ら
始
ま
っ
た
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
」
は
、
民
間
主
導
に
よ
り
杉
並
区

で
試
験
的
に
始
ま
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
す
。

足
立
区
に
お
い
て
も
従
来
か
ら
そ

の
必
要
性
は
年
分
認
識
し
て
お
り
、

図
書
館
で
、
乳
幼
児
向
け
印
刷
物
の

配
付
や
「
お
話
会
」
な
ど
を
行
い
、

絵
本
へ
の
触
れ
合
い
や
良
書
を
紹
介

し
て
き
ま
し
た
。

お
子
さ
ん
が
お
生
ま
れ
に
な
っ
た

と
き
の
苗
木
配
布
は
区
内
の
緑
化
事

業
と
し
て
す
す
め
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
保
健
所
か
ら
配
布
さ
れ
る
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
は
、
育
児
に
関
し
て
の
最

少
限
の
情
報
を
保
護
者
に
提
供
し
て

い
る
も
の
で
、
今
後
も
続
け
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す

。

そ
れ
ら
を
考
慮
し
、
足
立
区
の
ブ

ッ
ク
ス
タ
ー
ト
は
、
本
の
現
物
で
は

な
く
、
O
歳
か
ら
小
学
校
6
年
程
度

ま
で
対
象
年
齢
ご
と
に
、
数
多
い
児

童
図
書
の
中
か
ら
3
0冊
程
度
の
本
を

紹
介
し
た
冊
子
「
子
ど
も
の
本
の
宝

箱
」を
3
～
4
ヵ
月
乳
児
健
診
時
に
、

希
望
者
に
配
布
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
幸
い
、
図
書
館
に
は
た
く
さ
ん

の
絵
本
が
蔵
書
さ
れ
て
お
り
、
館
内

で
絵
本
と
触
れ
合
う
こ
と
が
乳
幼
児

の
発
育
に
効
果
的
か
と
思
い
ま
す
。

配
布
し
ま
し
た
冊
子
を
も
と
に
ぜ
ひ

図
書
館
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

足
立区長
　鈴
木
恒
年
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該
当
し
て
い
ま
せ
ん
か
?

退
職
者
医
療
制
度

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

て
、
退
職
者
医
療
制
度
に
該
当
す
る

と
、
病
院
な
ど
に
支
払
う
自
己
負
担

金
が
安
く
な
り
ま
す
(
表
I
)
。
※
⑩

医
療
証
を
お
持
ち
の
方
で
も
、
該
当

す
る
場
合
は
、
切
り
替
え
の
手
続
き

が
必
要
で
す

対
象
=
①
老
齢
ま
た

は
退
職
を
事
由
と
す
る
厚
生
年
金
、

共
済
年
金
な
ど
(
国
民
年
金
は
除
く
)

を
受
給
し
て
い
る
7
0歳
未
満
の
方

で
、
年
金
加
入
期
間
が
2
0年
以
上
ま

た
は
4
0歳
以
降
1
0年
以
上
あ
り
、
そ

の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

②

「
①
」
と
同
様
に
加
入
し
受
給
権
は

あ
る
が
、
障
害
・
遺
族
年
金
を
選
択

し
受
給
し
て
い
る
方

③
『
①
≒
②
』

の
扶
養
家
族
の
方

※
①
晏
⑤
と
も

老
人
保
健
法
該
当
者
は
除
く

申
込
=

年
金
証
書
(
老
齢
・
退
職
年
金
の

証
書
で
被
保
険
者
期
間
の
記
載
が
あ

る
も
の
)
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
証

を
窓
口
に
持
参

※
年
金
証
書
が
届

い
て
か
ら
、
1
4日
以
内
に
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い

申
先
=
各
区
民
事
務

所
ま
た
は
国
民
健
康
保
険
課

問
先
=

資
格
賦
課
係

表1　自己負担金割合一覧

※保険料は変わりません

も
う
一
つ
の
国
民
年
金

「
国
民
年
金
基
金
」

国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
な
ど

の
方
が
豊
か
な
ゆ
と
り
あ
る
老
後
を

実
現
す
る
た
め
に
、
基
礎
年
金
の
上

乗
せ
給
付
を
行
う
公
的
な
年
金
制
度

で
す
。
加
入
対
象
者
は
、
2
0歳
以
上
6
0

歳
未
満
の
第
一
号
被
保
険
者
で

す
。
掛
金
は
、選
択
す
る
給
付
の
型
・

口
数
お
よ
び
加
入
時
の
年
齢
に
よ
っ

て
決
ま
り
、
口
座
か
ら
の
自
動
引
き

落
と
し
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
掛
金

は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
と
な
り
、

支
給
さ
れ
る
年
金
は
公
的
年
金
等
控

除
の
対
象
と
な
る
な
ど
税
制
上
の
優

遇
措
置
が
あ
り
ま
す

申
・
問
先
=

東
京
都
国
民
年
金
基
金

(
5
2
8
5
)
8
8
0
0

ま
た
は
国
民
年
金
課
推
進
係

4
月
か
ら
国
民
年
金
保
険

料
の
半
額
免
除
制
度
開
始

前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
で
納

付
が
困
難
な
方
に
は
、
こ
れ
ま
で
の

保
険
料
の
全
額
を
免
除
す
る
制
度
の

ほ
か
に
、
保
険
料
の
半
額
を
免
除
す

る
制
度
が
4
月
か
ら
新
設
さ
れ
ま

す
。
保
険
料
の
半
額
が
免
除
さ
れ
た

期
間
に
つ
い
て
は
、
1
0年
間
の
範
囲

内
で
保
険
料
を
追
納
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
な
お
、
追
納
が
な
い
場
合

は
、
年
金
の
受
給
資
格
に
は
算
入
さ

れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
の
額
を

計
算
す
る
際
に
は
、
半
額
免
除
期
間

に
つ
い
て
は
保
険
料
納
付
済
期
間
の
3

分
の
2
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

問
先
=
国
民
年
金
課
保
険
料
係

(
3
8
8
0
)
5
8
4
4

め
ざ
せ
　子
ど
も
一
茶

※
「
俳
句
の
ひ
ろ
ば
　
'
0
1
」
か
ら
紹
介
。
学
年
は
発
表
当
時
の
も
の

雪
ふ
っ
て
　
か
さ
ね
ぎ
し
て
る
　
雪
だ
る
ま

西
新
井
第
一
小
学
校
五
年

市
川
　
倫
子

お
ね
い
ち
ゃ
ん
　
家
の
手
伝
い
　
マ
マ
き
ど
り

加
平
小
学
校
三
年

あ
が
わ
　
ま
み
り

雪
だ
る
ま
　
作
れ
ば
中
に
　
命
あ
る

花
畑
小
学
校
六
年

渡
辺
　
竜
太

せ
つ
ぶ
ん
で
　
心
の
お
に
に
　
豆
を
ま
く

入
谷
小
学
校
六
年

飯
田
　
政
俊

寒
瀧
に
　
僧
と
打
た
れ
る
　
が
ん
こ
岩

第
九
中
学
校
二
年

森
田
　
江
里
佳

《
評
:
　
の
つ
い
た
句
》

か
さ
ね
ぎ
(
重
ね
着
)
と
い
う
言
葉
を
つ
か
っ
た
こ
と
が
成
功
の
原
因
。

雪
だ
る
ま
が
重
ね
着
を
し
て
い
る
と
い
う
お
か
し
さ
と
、
雪
だ
る
ま
に
無
意

識
で
あ
っ
て
も
、
命
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
が
い
い
。
渡
辺
君
の
句
も
よ
か

っ
た
。

炎
天
寺
住
職
　
吉
野
　
孟
彦

摧
し
物
ガ
イ
ド
定員に先着順
とあるものは1
月11 日

から受け付け

～
子
ど
も
を
守
ろ
う
!
～

青
少
年
指
導
者
講
座
「
青
少
年

の
た
め
の
護
身
術
講
習
会
」

緊
急
時
に
お
け
る
児
童
・
生
徒
の

安
全
を
確
保
し
、
不
審
者
や
暴
漢
か

ら
守
る
た
め
の
護
身
術
を
身
に
つ
け

ま
し
ょ
う
。
対
象
=
青
少
年
活
動

の
指
導
者
お
よ
び
青
少
年
活
動
に
興

味
が
あ
る
方
(
S
6～
2
9歳
の
方
を
優

先
)

日
時
=
2

月
9
日
出
、午
後
2

時
～
4
時

定
員
=
3
0
人
(
抽
選
)

費
用
=
1
0
0円(
傷
害
保
険
料
)

申
込
=

往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
明
記

期
限
=
1

月
2
2日
必
着

※
く
わ
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=

青
少
年
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3・0
8
4
1

西
新
井
1
-
4
-
1
7

(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

ア
ト
リ
ウ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

お
昼
の
ひ
と
と
き
を
、
日
本
伝
統

楽
器
の
音
色
で
お
く
つ
ろ
ぎ
く
だ
さ

い
。
日
時
=
1
月
H
日
面
、
午
後
O

時
2
5分
～
1
時

場
所
=
区
役
所

1
階
区
民
ロ
ビ
ー

曲
目
=
さ
ら
し

風
壬
争
/
春
の
曲
/
春
の
歌

出
演
=

足
立
区
三
曲
協
会

費
用
=
無
料

問
先
=
文
化
振
興
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

足
立
ジ
ュ
ニ
ア
吹
奏
楽
団

「
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」

日
時
=
1
月
2
6日
圉
、
午
後
2
時
開

演
(
1
時
3
0分
開
場
)

場
所
=
区
役

所
庁
舎
ホ
ー
ル

費
用
=
無
料

申

込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
文

化
振
興
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

子
ど
も
映
画
会

日
時
=
1
月
1
9日
圉
、
午
後
2
時
～
3

時

内
容
=
キ
ャ
プ
テ
ン
翼
「
V
3

へ
の
熱
き
ス
タ
ー
ト
」
/
タ
マ
&

フ
レ
ン
ズ
3
丁
目
物
語

費
用
=
無

料

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
=
千
住
児
童
館

(
3
8
8
2
)
2
7
6
5

「
子
育
て
仲
間
づ
く
り
」

モ
デ
ル
地
区
実
践
発
表
大
会

家
庭
を
と
り
ま
く
状
況
が
大
き
く

変
わ
り
つ
つ
あ
る
な
か
、
家
庭
の
教

育
力
の
向
上
を
め
ざ
し
学
校
は
様
々

な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
柳

原
小
学
校
、
舎
人
第
一
小
学
校
、
五

反
野
小
学
校
、
大
谷
田
小
学
校
、
第

六
中
学
校
が
、
こ
れ
か
ら
の
P
T
A

活
動
や
家
庭
教
育
の
あ
り
方
を
求
め

た
2
年
間
の
実
践
活
動
の
成
果
を
発

表
し
ま
す
。
日
時
=
2
月
5
日
収
、

午
後
2
時
～
4
時
3
0分

場
所
=
区

役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

問
先
=
生
涯
学

習
課
家
庭
教
育

青
少
年
講
座
C
A
P
暴
力
防
止

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
自
分
の
心

と
体
を
守
る
た
め
に
」

自
分
の
「
安
心
」「
自
信

」「
自
由
」

が
奪
わ
れ
そ
う
に
な
っ
た
と
き
、
ど

の
よ
う
に
す
れ
ば
、
自
分
を
守
る
こ

と
が
で
き
る
か
を
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

(
役
割
劇
)

な
ど
を
し
な
が
ら
一
緒

に
考
え
ま
す

。

日
程
=
1

月
2
6
日

倒

時
間
等
=

表
2

場
所
=

青
少

年
セ
ン
タ
ー

講
師
=
C
A
P

青
い

空

申
込
=

往
復
(

ガ
キ
に
住
所

、

氏
名

、年
齢
(
学
年
)
、電
話
番
号

、「
C
A
P

希
望
」
、「
希
望
コ
ー
ス
」を
明
記

期
限
=
1

月
1
8
日
消
印
有
効

※
家

族
で
の
申
し
込
み
は
同
じ
(
ガ
キ
で

申
・
問
先
=
青
少
年
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3

・
0
8
4
1
西
新
井
1
-
4
-
1
7

　
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

表2　 青少年講座一覧表

講
演
会
「
ス
ー
パ
ー
ば
ぁ

ス
ー
パ
ー
じ
ぃ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
!

」

素
敵
に
年
を
重
ね
て
い
る
方
を
講

師
に
迎
え
、
楽
し
く
年
を
重
ね
る
秘

け
つ
を
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時
=
2

月
2
日
出
、
午
後
2
時

場
所
=
エ
ル

ー
ソ
フ
イ
ア

講
師
=

丹
野
澄
子
さ
ん
/
嶋
村
善
宥
さ
ん
/

岩
佐
マ
チ
さ
ん
/
海
老
原
幹
男
さ
ん

定
員
=
2
0
0人
(
先
着
順
)

費
用
=
無

料

申
込
=
電
話

※
2
歳
か
ら
学

齢
前
の
保
育
を
行
い
ま
す
。
希
望
の

方
は
申
し
込
み
の
際
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
(
定
員
=
1
5
人
)

期
限
=
1
月
3
1

日

申
・
問
先
=
あ
し
た
の
足
立

を
つ
く
る
区
民
協
議
会
事
務
局
(
地

域
支
援
課
)

(
3
8
8
0
)
5
8
5
6

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

「
お
母
さ
ん
の
心
と
体
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」

日
ご
ろ
、
子
育
て
に
行
き
づ
ま
り

や
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
方
、
先

生
の
指
導
の
元
で
体
を
動
か
し
、
心

と
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん

か
。
対
象
=
幼
児
(
1
～
4
歳
)
の

い
る
母
親

日
時
=
2
月
1
4・
2
1・
2
8

日
の
全
3
回
、
午
前
1
0時
～
正
午

※
保
育
を
希
望
さ
れ
る
方
は
2
月
7

日
に
保
育
説
明
会
あ
り

定
員
=
1
5

人
(
抽
選
)

費
用
=
保
育
保
険
料
4
5
0

円
(
全
3
回
分
)

申
込
=
往
復
(
ガ

キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
保
育
希
望
の
有
無
を
明
記
。
保

育
希
望
者
は
、
子
ど
も
の
氏
名
、
年

齢
も
明
記

期
限
=
1
月
2
5日
必
着

場
・
申
・
問
先
=
青
少
年
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3・0
8
4
1

西
新
井
I
-
4
-
1
7

　
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

掲
示
板

□
区
民
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル

日
時
=
2

月
8
日
(
夜
出
発
)
～
H

日

場
所
=
福
島
県
ア
ル
ツ
磐
梯
ス

キ
ー
場
(
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
可
)

宿
泊

先
=
ロ
ッ
ジ
ア
ル
ツ

定
員
=
4
0人

申
・
問
先
=
足
立
区
ス
キ
ー
協
会
・

池
川

　
(
3
8
9
6
)
6
3
4
4

□
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
2
級
(
都

主
催
)
受
講
生
募
集

日
時
=
2

月
1
日
～
3
月
2
9日
の
う

ち
2
9日
間
(
1
8
0
時
間
)

対
象
=
求
職

中
で
介
護
の
仕
事
に
つ
く
意
志
の
あ

る
方

場
所
=
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ

受

講
料
=
無
料

申
込
=
電
話

期
限
=
1

月
2
0日

申
・
問
先
=
労
協
セ

ン
タ
ー
事
業
団(

5
8
1
3
)
0
2
1
5

□
心
の
健
康
電
話
相
談

日
時
=
1

月
2
7日
剛
、
午
前
9
時
～

午
後
5
時

対
象
=
心
に
か
か
る
心

配
ご
と
の
あ
る
方

問
先
=
日
本
臨

床
心
理
士
会(

3
8
1
3
)
9
9
9
0

(
3
8
1
3
)
9
5
5
0

□

法
律
扶
助
協
会
創
立
5
0周
年
記

念
無
料
法
律
相
談

相
談
日
=
1

月
2
6

日
倒

場
所
=
都
内
の
相
談
登
録

弁
護
士
の
法
律
事
務
所

申
込
=
事

前
電
話
予
約

予
約
受
付
日
時
=
1

月
2
4日
出
、
午
前
1
0時
～
午
後
4
時

　
(
3
5
0
4
)
1
7
3
1

□

「
絵
手
紙
教
室
」
受
講
者
募
集

日
時
=
2
月
1
9日
㈹
・
2
6日
㈹
、
午

後
1
時
3
0分
～
3
時
3
0分

場
所
=

足
立
郵
便
局

定
員
=
2
0人
(
抽
選
)

費
用
=
5
0
0円

申
込
=
往
復
(
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

絵
手
紙
道
具
の
有
無
を
明
記

期
限
=
1

月
3
1日
消
印
有
効

絵
手
紙
道

具
貸
し
出
し
ま
す

申
・
問
先
=
〒
1
2
0

・
8
7
9
9

足
立
郵
便
局
総
務
課

カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
係

(
3
8
8
1
)
2
6
0
0

□ コミュニティバス「はるかぜ」停留所名の変更　1 月14日運行開始の「はるかぜ 綾瀬～六木コース」について、あだち広報13年12月25日号でお
知らせした停留所「神明二丁目」は「辰沼二丁目公園前」に変更します。《都市交通課》
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あだちを文化・芸術のまちに

がんばっ ていま す

ミュージカル
ワークショップVo. 1

区民ミュージカル
上演への道

平成16 年、北千住駅西口駅前
再開発ビルに総合文化センター(
仮称) がオープンします。こ
の新しい劇場で、区民参加型ミ
ュージカル上演をめざして行わ
れている講座が「ミュージカル
ワークショップ」。その活動を紹
介します。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
っ
て
何

「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
と
は
、陶
芸

や
絵
画
な
ど
の
教
室
の
よ
う
に
体
験

し
な
が
ら
学
ぶ
講
座
の
こ
と
。
1
6年

の
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
の

オ
ー
プ
ン
に
際
し
、
新
し
い
劇
場
で

区
民
参
加
型
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
上

演
す
る
予
定
で
す
。
そ
こ
で
、
そ
の

上
演
に
向
け
て
の
体
験
型
講
習
会
と

し
て
行
わ
れ
て
い
る
の
が
「
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
で
す
。

昨
年
1
0月
か
ら
始
ま
っ
た
第
1

回

目
は
、歌
と
ダ
ン
ス
の
コ
ー
ス
。指
導

に
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
界
の
第
一
線
で

活
躍
す
る
振
付
師
や
ヴ
ォ
ー
カ
ル
ト

レ
ー
ナ
ー
が
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

◎
4
月
以
降
に
は
第
二
弾
と
し
て
、

演
技
な
ど
の
コ
ー
ス
も
行
う
予
定
で

す
。
そ
し
て
回
数
を
重
ね
、
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

【
活
動
報
告
】

受
講
者
は
1
6歳
か
ら
7
0歳
ま
で
の

全
3
0人
で
ス
タ
ー
ト
。
週
に
I
回
練

習
を
し
て
い
ま
す
。
歌
や
ダ
ン
ス
は
全

く
の
初
心
者
と
い
ケ
方
か
ら
、
地
域

で
指
導
し
て

い
る
人
も
。

講
座
開
始
当

初
は
ぎ
こ
ち

な
か
っ
た
踊

り
も
、
今
で

は
み
な
上
達

し
、
息
が
そ

ろ
い
、
気
持

ち
も
一
体
と

な
っ
て
い
ま

す
。

練
習
の
成
果
を

見
に
来
て
く
だ
さ
い

1
月
3
0日
　
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
学
ん

だ
歌
と
ダ
ン
ス
を
発
表
し
ま
す
。
受

講
者
に
と
っ
て
晴
れ
の
舞
台
。
た
く

さ
ん
の
観
客
で
会
場
を
盛
り
上
げ
ま

し
よ
う
。
日
時
=
1
月
3
0日
㈲
、午

後
7
時
開
演
(
午
後
6
時
3
0分
開
場
)

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井

文
化
ホ
ー
ル

費
用
=
無
料

問
先
=

文
化
セ
ン
タ
ー
開
設

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

一生懸命がんばります!

足
立
区
制
7
0
周
年
記
念
プ
レ

イ
ベ
ン
ト
「
F
M

シ
ン
フ

ォ
ニ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
」公
開
録
音

区
で
は
、
N
H
K

と
の
共
催
に
よ

り
「
F
M
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
」
公
開
録
音
を
行
い
ま
す
(
入
場

無
料
)
。
日
時
=
2
月
1
0日
面

、
午

後
4
時
開
演
(
午
後
3
時
開
場
)
、

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井

文
化
ホ
ー
ル

出
演
=
管
弦
楽
・
東

京
フ
ィ
ル
(
I
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
/

バ
イ
オ
リ
ン
・
平
澤
仁
氏
/
指
揮
・

渡
邊
一
正
氏

曲
目
=
交
響
詩
「
レ
ー

プ
レ
リ
ュ
ー
ド
」
(リ
ス
ト
作
曲
)
/

バ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
二
長
調
(
コ
ル

ン
ゴ
ル
ト
作
曲
)
/
交
響
曲
第
9
番

ホ
短
調
作
品
9
5「
新
世
界
か
ら
」
(ド

ボ
ル
ザ
ー
ク
作
曲
)

放
送
予
定
=

2
月
1
7日
・
3
月
3
日
い
ず
れ
も
日

曜
日
、
午
後
2
時
～
3
時
(
N
H
K
-
F
M
)

申
込
=
官
製
往
復
(
ガ

キ
の
往
信
用
裏
面
と
返
信
用
表
面
に

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
(
往
信
用

裏
面
に
は
電
話
番
号
も
)
を
明
記

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
の
う

え
入
場
整
理
券
(
1
枚
2
人
)
を
お

送
り
し
ま
す

申
先
=
〒
1
5
0
・
8
0
0
1
N
H
K

放
送
セ
ン
タ
ー
「
F
M

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
2
/
1
0

公
開
係

期
限
=
1
月
2
4日
必
着

主
催
=
N
H
K
/
足
立
区
/
区
・
教

育
委
員
会

問
先
=
N
H
K
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
イ
ベ
ン
ト
事
業
部

(
3
4
6
4
)
0
2
0
0

ま
た
は
区
・
文
化
振
興
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

スケッチあだち
まちの情報・話題をお待ちしています。　問先= 広報係 　3880- 5815

小・中学生のいじめ相談
月曜日～金曜日( 祝日を除く) 、午前9 時～午後4 時30分

3880- 5577( 教育委員会教育指導室内)

新
大
関
　栃
東
関
に

特
別
体
育
功
労
賞

昨
年
1
9一月
に
大
関
に
昇
進
さ
れ
た
栃
東
関
(
玉
ノ
井
部
屋
)

に
対
し
、
区
は
そ
の
功
績
を
た
た
え
「
足
立
区
特
別
体
育
功
労

賞
」
を
贈
り
ま
し
た
。
1
9一月
1
4日
に
は
、
栃
東
関
と
玉
ノ
井
親

方
夫
人
を
招
き
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
大
関
昇
進
を
祝
福
し
ま
し

た
。
1
月
1
3日
か
ら
は
新
大
関
と
し
て
初
場
所
を
迎
え
ま
す
。

活
躍
を
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

栃
東
関
と
鈴
木
区
長

特
別
体
育
功
労
賞
を
贈
呈

トナカイさんの鼻は何色

1
2月
2
2日
か
ら
2
4日
、
ク
リ
ス
マ
ス
に

ち
な
ん
で
生
物
園
に
ト
ナ
カ
イ
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
初
め
て
見
る
本
物
の
ト
ナ
カ

イ
に
子
ど
も
た
ち
は
興
味
津
々
。
大
き
な

角
に
驚
き
の
表
情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し

た
。「
サ
ン
タ
さ
ん
と
は
い
つ
も
一
緒
な
の
?

」
と
い
っ
た
か
わ
い
い
質
問
も
あ
り
、

夢
い
っ
ぱ
い
の
ク
リ
ス
マ
ス
と
な
り
ま
し

た
。

▲ トナカイさんにさわったよ

今年もゴボウ市は
大にぎわい
～舎人文化市～

「
舎
人
文
化
市
」と
銘
打
っ
た
伝

統
の
「
ゴ
ボ
ウ
市
」が
1
2月
1
6日
、

舎
人
氷
川
神
社
で
開
か
れ
ま
し

た
。
こ
の
市
の
目
玉
は
、
ゴ
ボ
ウ

を
始
め
と
す
る
新
鮮
な
野
菜
の
販

売
。
売
場
の
前
は
た
く
さ
ん
の
人

だ
か
り
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

本
殿
の
前
で
は
大
声
コ
ン
テ
ス
ト

が
行
わ
れ
、
文
化
市
を
さ
ら
に
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

元
気
な
声
が
境
内
に
響
い
た

大
声
コ
ン
テ
ス
ト

▲
や
は
り
ゴ
ボ
ウ
が
大
人
気

国
籍
を
超
え
た
交
流
を

区
内
に
は
、
国
籍
が
様
々
な
2

万
人
ほ
ど
の
外
国
の
方
が
住

ん
で
い
ま
す
。
国
籍
を
超
え
交

流
を
通
じ
て
、
お
互
い
の
文
化

な
ど
を
理
解
し
合
え
た
ら
と
1
2

月
1
5日
、
ヘ
ル
モ
ン
ト
公
園
で

「
あ
だ
ち
国
際
ま
つ
り
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。
今
年
の
テ
ー
マ

は
、
昨
年
9
月
に
起
こ
っ
た
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
テ
ロ
事
件
も

受
け
て
「
つ
な
ご
う
手

敘
お

う
地
球
」。

こ
の
日
は
、日
韓
親
善
協
会

や
地
元
梅
島
駅
前
商
店
会
な
ど

も
模
擬
店
を
出
し
ま
し
た
。
お

い
し
そ
う
な
に
お
い
に
誘
わ
れ

て
来
た
と
い
う
方
も
い
て
、
会

場
は
た
い
へ
ん
賑
わ
い
ま
し

た
。

▲ タイラーメンをパクリ

▲ 韓国風お好み焼「チヂミ」には、
行列が

古紙配合率75% 再生紙を使用しています A. K　227, 000


